
� 旧瀧本院
　瀧本院は、小松原の地にかつてあった修験道の寺院である。
安永4年（1775）には瀧本院慶伝が法印に叙され、磨紫金
の袈裟を着る「大先達」を称することを許され、安政5年（1858）
には瀧本院慧慶が色衣着用や赤綱代乗輿等の使用が許されたと
される。明治6年に廃寺となった。現在は完全に宅地となって
おり、一角に残る石碑に面影が残るのみである。また、跡地内
の個人宅には様々な文書や扁額・版木等の遺物が残る。

●おわりに
　馬室地区の見所を紹介してきたが、この他にも原
馬室氷川神社、野宮神社、稲荷神社等の神社、路傍
には庚申塔、馬頭観音、道路元標など、紹介できな
かった多くの見所がある。本誌を片手に現地を訪ね
て、歴史の息吹を感じて頂ければ幸いである。
　なお、本特集を組むにあたり、下記の機関およ
び方々から、多くの御教示と御協力を頂いた。記
して感謝いたします。
　観光ボランティア鴻巣ガイド会、熊谷康夫、
齋藤和七、斎藤文江、千葉賢一、千葉隆三（敬称略）
� （文：高橋　敦・真鍋　透、写真：長島信幸）

� 馬室一里塚
　一里塚は、江戸時代の街道整備の際に1里（約 4㎞）
ごとに街道の両側に5間四方に土盛りした塚であり、塚
の上にエノキ（榎）等の樹木が植えられた。馬室の一里
塚は江戸時代初期の旧中山道に築かれたもので、その
後中山道は付け替えられたが、一里塚はそのまま取り残
された。街道の東側にあった塚（東塚）は、高崎線の
建設に伴って消滅し、現在は西塚のみが残る。

〒365-0076　埼玉県鴻巣市本宮町1-9
TEL：048-542-7293 / FAX：048-543-2282

h t t p : / /www . k o u j i n j a . o r . j p

こうのとりのお宮子授け
安産
厄除け

事前ご予約のみ

居酒屋

よう子
営業時間　午後5時から午後11時
定休日　木曜日　JR鴻巣駅西口　徒歩３分

かしら焼きとり、味自慢、手作り みそだれ

TEL 048-541-6216
鴻巣市逆川 1‒2‒26

飲んで 歌って 楽しいお店

武道未経験者
年齢・性別問わず
稽古出来ます

武道未経験者
年齢・性別問わず
稽古出来ます

鴻巣市市民活動センターにて鴻巣市市民活動センターにて

玄黄二刀流・無外流（剣術・居合術）、東征流（古武術）

080-7420-9897
nitouryu.sougetsukai@gmail.com
https://fb.com/sougetsukai

木曜日19～22時木曜日19～22時
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私の好きな

 を書いて、メールまたは郵送にてご連絡ください。

【メール】 johokonosu@gmail.com
（件名に「私の好きなこうのすの風景」とご記載ください）

【郵送】 鴻巣市本町1-1-5-906 情報誌こうのす製作委員会宛

あなたの好きな鴻巣の景色、とっておきの写真を募集中！

①写真のタイトル ②お名前またはペンネーム ③撮影場所 ④ご自分のメールアドレス

※ご応募頂いた全ての写真が掲載されるわけではありませんのでご了承ください。

のののの
眺めると心が元気になる風景、思い出とともに大切に
している景色。読者の皆さまのとっておきの写真です。

「一日の始まり」（吹上駅）　ＴＴ 様 「あいさつ大切」　笑顔の好きな爺さん 様

「BLUE　EARTH」　鉄ちゃん 様「エルミ屋上からの虹」　定期利用者 様

「踊る井戸ポンプ」　耕作人 様

「下を向いて歩こう！」　ハーロックⅢ世 様

鴻巣農産物直売所 パンジーハウス  ＴＥＬ　０４８‐５９６‐８１２２
地産地食堂 本館てらや　　　　　 ＴＥＬ　０４８‐５９６‐６５００
鴻巣うどん 別館てらや 　　　　　 ＴＥＬ　０４８‐５７８‐４０２１
ベーカリー オリーブ 　　　　　　 ＴＥＬ　０４８‐５９７‐１１１７

ひな人形と花のまち こうのす において
地産地消＆地食を推進しております！

〒365-0071 埼玉県鴻巣市寺谷１６５－３

facebook

http://www.pansyhouse.comHP

パンジーハウス 検索



　『紫苑』を運営する小
林玲子さん。生家の小林
家は、旧吹上町の小谷地
区に江戸時代から代々続
く旧家だった。小林さん
はその13代目。明治初年
移設して建てられたとい
う築150年の古民家は、
時代をタイムスリップする
かのようにいまも大切に
残されている。
　10年ほど前、一時的に
その古民家のある実家
から住居を移したことが
あった。季節は夏。２カ月
間放っておかれた敷地内
は、雑草がはびこり、一瞬
にして古民家が荒んでし
まうと感じたという。小林

さんにとっては当たり前だったその風景を守ることが必要だと実感
する。そこで、この古民家を何かに使えないかと考えた。
　2013年の秋、知り合いの演奏家が身近にいたこともあり、演奏
会などができるカフェに転用できないかと考え、友人と企画を進め
た。
　小林さん自身、別に仕事を持つ身だ。その仕事を続けながら、自
然体で無理をした感じを出したくないという思いがあり、週末だけ
オープンする形にして、翌年の秋、『紫苑』は誕生する。
　コーヒー豆を焙煎する機器を導入し、コーヒーを楽しみたい人に
はこだわりのコーヒーを提供するとともに、演奏会も月１回のペー
スで企画して、音楽を楽しみたい人の場としても紫苑の存在は徐々
に知られていった。
　演奏会の企画の話はいろんなところから届いたが、「誰でもい

いわけではない」と小林さ
ん。紫苑のコンセプトを大
事にしながら、そこに共感
を持ってくれる人に演奏して
もらいたいとこだわりを持
つ。
　2020年に入り、コロナ禍
となった。そこで、カフェだ
けではなく、すでに始めてい
たコーヒー豆の配送にさらに力を入れた。豆をこだわる人は、同じ
お店で焙煎されたものを好む傾向があり、一度気に入ってくれれば
リピーターになってくれる。いまでは県外からも注文があり、遠くは
九州や東北からも。一度もお店に来ていなくても、この『紫苑』で作
られたコーヒー豆が繋いでくれる喜びがある。２週間に一度必ず注
文をしてくれる人もいて、小林さんのモチベーションを常に引き上げ
てくれている。「コーヒー豆には熟成がないので、焙煎仕立てが一番
おいしい。だから、少量でコンスタントに頼んでくれるんです」と小
林さん。
　一方で、回数が激減してしまった演奏会。「20年11月の６周年の
コンサートはなんとか開くことができました。感染防止を徹底する
ために、２部制にしたり、定員も半分以下にしたりして、工夫をして
います。７周年コンサートも感染対策を万全にして、開催したい」と
意気込む。
　最近、地域の人たちにも支えられていることを強く実感するよう
になったという小林さん。築150年の古民家を守るためには、常に
修繕費用も必要になるが、様々な人たちに助けられながら見事に原
形を保ち続けている。
　「演奏家の方々がこの紫苑にて様々な音を奏でてくださり、そう
した演奏会をきっかけに、演奏家同士のつながりを生む場としてこ
の紫苑があるのだと思います。決して大きな演奏会ができるわけで
はないが、この場所でしか生まれないものを大切にするために、こ
れからもこの古民家を守っていきたい」� （吉田 大樹）

小林　玲子小林　玲子さんさん

カフェ・ホール・ギャラリー『紫苑』を運営するカフェ・ホール・ギャラリー『紫苑』を運営する
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編集部より

編集長発！

制作・発行：情報誌こうのす製作委員会　〒365-0038 埼玉県鴻巣本町1-1-5-906　TEL.070-3519-2537　FAX.048-541-9400　johokonosu@gmail.com
大人の地域再発見誌『こうのす』 vol.19（2021.10.15発行） ※本誌バックナンバーは鴻巣市中央図書館でご覧頂けます禁無断転載

真鍋 透（編集長）／栗原俊也・早川智恵子（副編集長）／長島信幸（表紙撮影）／須永隆広・高橋 敦・長島義明・吉田大樹・山中保朗・林葉子（記者）／黒澤 章（広報）／池澤陽子（校正）／斎藤 徹（顧問）

　今号では馬室地区の歴史散策モデルコースをご紹介しました。本誌を片手に身近な秋を感じながら
ご散策ください。さて、2015年10月の創刊以来、好評を得て参りました本誌は次号（2022年2月15日発

刊）をもって休刊致します。本誌の発行を通して、たくさんの情報をお届けして参りました。そして「もっと鴻巣が好きに
なる雑誌を作りたい」という当初の目的を充分に果たし得たと考え、ここに休刊することと致しました。
　足掛け7年の幕引きを飾る最終号の特集は2つ。1つ目は小谷地区の歴史散策モデルコースのご紹介。2つ目は創
刊号から最終号（通算21号）までの本誌7年間の歩みを振り返ります。 大人の情報誌こうのす

　今号の特集は「馬室の郷を訪ねる」です。この歴史コラムは、
副編集長の栗原が毎号執筆していますが、残念ながら次号を
もって本誌は休刊となります。そこで、市内若手研究者の存在を
多くの方々に知っていただく機会となればと考え、今回は学芸員
の資格を持つ女性研究者に執筆を依頼しました。執筆者は鴻巣
市役所の生涯学習課に勤務する公務員の研究者、栗原莉沙
さんです。どうぞお読みください。                     （栗原俊也）

　荒川の左岸に広がる農村、馬室。馬室は市内でも早くから
人間の生活が営まれ、縄文時代や古墳時代などの重要な遺
跡が多く残されています。約400年前までは滝馬室と原馬
室はひとつの村であり、馬室郷と称されていました。そんな
馬室の地名の由来は諸説あります。
　『新編武蔵風土記稿』には、「～村内の西方、百姓持ちの山
内に土穴二ヵ所あり、戦国の時代、里の民百姓が馬を武士に
掠め奪われんことを恐れて穴を掘り、その中に馬を隠しおき
たる所にて～（一部加筆）」とあり、また、「昔は奥深かりし由
なれど、今は埋れて口の所のみ残れり（一部加筆）」と記され
ています。つまり、丘の中腹に穴を掘り、室を作って馬を隠し
置いたということから「馬室」の地名が起こったということで
す。この話は実証がないため信憑性に欠けますが、この地が

馬に関係があるということは間違っていないのではないかと思われます。その理由として、『鴻巣の
昔』に記載されている４点をご紹介します。１つ目は「原」とつく地名が多いこと。原馬室・松原・小原
などがありますが、馬を飼う牧場は平らなところ、つまり原であることが必要です。２つ目は近辺に
「東間（あずま）」というところがあります。あずまは「遊馬（あつま）」が転じたものと考えられ、すなわ
ち馬の遊ぶところ＝牧場となります。３つ目は原馬室に所在する野々宮神社です。野々宮神社は野原
を御神体として祀っています。４つ目は原馬室と滝馬室に１つずつある観音堂ですが、ともに馬頭観
世音を祀り、地域住民の信仰も厚かったそうです。
　些か強引な部分もありますが、なかなか的を射ているのではないでしょうか。馬頭観音（馬頭観世
音）は動物の供養塔としての意味合いが強いですが、愛馬への供養として祀られたものも多いそう
です。馬室地域を散策すると、古くに作られた馬頭観音が今でも道端に立っているのを見ることがで
きます。
　ちなみに筆者は、新編武蔵風土記稿に出てきた
「～山内に土穴二カ所あり～」というのは古墳の一
部が崩れて入り口が見えている様子をとらえたの
ではないかと考えています。馬室には古墳群があ
り、今でも墳丘を残すものが数基ありますので、こ
の風土記稿が書かれたころにはもう少し多くの古
墳が残されていたのではないかと思われます。
　馬室小学校の校庭でも過去に古墳が見つかっ
たことがありますが、皆さんはご存じでしたか。ク
レアこうのすにある歴史民俗資料コーナーに、校
庭から発掘された勾玉や管玉などの展示があり
ますので、ぜひご覧ください。
　また、上野の東京国立博物館に展示されてい
る国指定重要文化財「みみずく土偶」も滝馬室で
見つかったとされています。実際に馬室地域のど
こから見つかったのかは明らかになっていません
が…秋の夜長に、歴史の謎に思いを馳せてみて
はいかがでしょうか。

鴻巣市指定文化財
馬室小学校校地内出土遺物　勾玉等
（クレアこうのす　歴史民俗資料コーナーにて展示）

こうのす歴史散歩

市内の地名にまつわるコラムです。

第16回：馬室

女性限定のお得なキャンペーン！
R4.3.31まで

私が良い出会いをサポートします！

登録料無料（R4.3.31まで）登録料無料（R4.3.31まで）
（通常10,000円→0円）（通常10,000円→0円）
※１枚でお一人様有効

婚活支援相談所　オフィス結

◆入会金・・・・・20,000円
◆登録料・・・・・10,000円
◆月会費・・・・・・6,500円
◆お見合い料・・・・・無料
◆成婚料・・・・200,000円

電話　090-4614-0052
https://office-yui.jimdo.com

婚活支援相談所
大変なときだからこそ、一緒に助け
合っていける人をさがしませんか？
今なら女性限定【月会費1年間無料！】
キャンペーン実施中です。もちろん
男性同様、登録料も無料ですオフィス結

ゆい

※いずれも税込みです

鴻巣市本町3-5-33　営業時間：10:00~17:00
営業日：月・火・木・金（不定休有、要問合せ）
TEL 048-543-5584　　駐車場あります

オススメオススメ
バラゴン

バナナジュース

GALLERY&CAFE

うさぎ がぼう

ゆき
寿司

江戸前寿司と
活魚料理の店
埼玉県鴻巣市本町5-6-39

定休日：月曜日　駐車場有りTEL.048-542-1234
営業時間11:30～14:00 / 17:00～22:00（LO21:30）

その他[出張にぎり]を始めました。
ご自宅や会社に伺います。ご相談下さい。

3,300円

特選
バラチラシ

鴻
巣
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鴻巣市本町1-7-1 ポレスター1階2-1
TEL＆FAX；048-544-5500

黒沢薬局 駅前店
9:30～19:00 休日；日曜祝祭日

※本店（TEL；048-541-0301）は、
　無休にて営業しています

鴻巣駅東口駅前に
新店オープン！
処方せん調剤から健康相談まで、
クスリのことならお気軽にご相談ください

須田歯科医院須田歯科医院

〒365‒0038　鴻巣市本町 8‒5‒31
048-541-0137

健康な身体は

　健康な歯から
診療時間
9：00～12：00

■ 休診日：木曜・日曜・祝日
※金曜日は15:00～18:30となります

15：00～17：30

月 火 水 木 金 土 日

※
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刊）をもって休刊致します。本誌の発行を通して、たくさんの情報をお届けして参りました。そして「もっと鴻巣が好きに
なる雑誌を作りたい」という当初の目的を充分に果たし得たと考え、ここに休刊することと致しました。
　足掛け7年の幕引きを飾る最終号の特集は2つ。1つ目は小谷地区の歴史散策モデルコースのご紹介。2つ目は創
刊号から最終号（通算21号）までの本誌7年間の歩みを振り返ります。 大人の情報誌こうのす

　今号の特集は「馬室の郷を訪ねる」です。この歴史コラムは、
副編集長の栗原が毎号執筆していますが、残念ながら次号を
もって本誌は休刊となります。そこで、市内若手研究者の存在を
多くの方々に知っていただく機会となればと考え、今回は学芸員
の資格を持つ女性研究者に執筆を依頼しました。執筆者は鴻巣
市役所の生涯学習課に勤務する公務員の研究者、栗原莉沙
さんです。どうぞお読みください。                     （栗原俊也）

　荒川の左岸に広がる農村、馬室。馬室は市内でも早くから
人間の生活が営まれ、縄文時代や古墳時代などの重要な遺
跡が多く残されています。約400年前までは滝馬室と原馬
室はひとつの村であり、馬室郷と称されていました。そんな
馬室の地名の由来は諸説あります。
　『新編武蔵風土記稿』には、「～村内の西方、百姓持ちの山
内に土穴二ヵ所あり、戦国の時代、里の民百姓が馬を武士に
掠め奪われんことを恐れて穴を掘り、その中に馬を隠しおき
たる所にて～（一部加筆）」とあり、また、「昔は奥深かりし由
なれど、今は埋れて口の所のみ残れり（一部加筆）」と記され
ています。つまり、丘の中腹に穴を掘り、室を作って馬を隠し
置いたということから「馬室」の地名が起こったということで
す。この話は実証がないため信憑性に欠けますが、この地が

馬に関係があるということは間違っていないのではないかと思われます。その理由として、『鴻巣の
昔』に記載されている４点をご紹介します。１つ目は「原」とつく地名が多いこと。原馬室・松原・小原
などがありますが、馬を飼う牧場は平らなところ、つまり原であることが必要です。２つ目は近辺に
「東間（あずま）」というところがあります。あずまは「遊馬（あつま）」が転じたものと考えられ、すなわ
ち馬の遊ぶところ＝牧場となります。３つ目は原馬室に所在する野々宮神社です。野々宮神社は野原
を御神体として祀っています。４つ目は原馬室と滝馬室に１つずつある観音堂ですが、ともに馬頭観
世音を祀り、地域住民の信仰も厚かったそうです。
　些か強引な部分もありますが、なかなか的を射ているのではないでしょうか。馬頭観音（馬頭観世
音）は動物の供養塔としての意味合いが強いですが、愛馬への供養として祀られたものも多いそう
です。馬室地域を散策すると、古くに作られた馬頭観音が今でも道端に立っているのを見ることがで
きます。
　ちなみに筆者は、新編武蔵風土記稿に出てきた
「～山内に土穴二カ所あり～」というのは古墳の一
部が崩れて入り口が見えている様子をとらえたの
ではないかと考えています。馬室には古墳群があ
り、今でも墳丘を残すものが数基ありますので、こ
の風土記稿が書かれたころにはもう少し多くの古
墳が残されていたのではないかと思われます。
　馬室小学校の校庭でも過去に古墳が見つかっ
たことがありますが、皆さんはご存じでしたか。ク
レアこうのすにある歴史民俗資料コーナーに、校
庭から発掘された勾玉や管玉などの展示があり
ますので、ぜひご覧ください。
　また、上野の東京国立博物館に展示されてい
る国指定重要文化財「みみずく土偶」も滝馬室で
見つかったとされています。実際に馬室地域のど
こから見つかったのかは明らかになっていません
が…秋の夜長に、歴史の謎に思いを馳せてみて
はいかがでしょうか。

鴻巣市指定文化財
馬室小学校校地内出土遺物　勾玉等
（クレアこうのす　歴史民俗資料コーナーにて展示）

こうのす歴史散歩

市内の地名にまつわるコラムです。

第16回：馬室

ポスター・チラシ等、無料で掲示します
お気軽にお問い合わせください

PRボードで告知しませんか？

ご連絡・お問い合わせは担当の佐俣までお願いいたします

交通量の多い道沿いに設置してあります

あなたの夢を応援します

鴻 巣 支 店
 〒３６５-００３８　鴻巣市本町２-１-３７

 ＴＥＬ．０４８-５４１-３６００
http://www.shinkin.co.jp/ksb/

ゆき
寿司

江戸前寿司と
活魚料理の店
埼玉県鴻巣市本町5-6-39

定休日：月曜日　駐車場有りTEL.048-542-1234
営業時間11:30～14:00 / 17:00～22:00（LO21:30）

その他[出張にぎり]を始めました。
ご自宅や会社に伺います。ご相談下さい。

3,300円

特選
バラチラシ
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鴻巣市本町1-7-1 ポレスター1階2-1
TEL＆FAX；048-544-5500

黒沢薬局 駅前店
9:30～19:00 休日；日曜祝祭日

※本店（TEL；048-541-0301）は、
　無休にて営業しています

鴻巣駅東口駅前に
新店オープン！
処方せん調剤から健康相談まで、
クスリのことならお気軽にご相談ください

鈴木龍泉（木彫工技能功労者）ハートフル木工ハートフル木工
鴻巣市本町4-2-3   TEL 048-541-0270

「心に残る贈り物」

須田歯科医院須田歯科医院

〒365‒0038　鴻巣市本町 8‒5‒31
048-541-0137

健康な身体は

　健康な歯から
診療時間
9：00～12：00

■ 休診日：木曜・日曜・祝日
※金曜日は15:00～18:30となります

15：00～17：30

月 火 水 木 金 土 日

※

CAVO
Bistro & Wine

カ　ボ　ー

　　鴻巣市本町4-9-3
　　048‒501‒8443
営業時間　火曜～土曜 18:00～23:00（LO）
　　　　　　　日曜 14:00～20:00（CLOSED）
　　　定休日　月曜・第3火曜

カボー 検索
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